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業績予想の修正および配当予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ，平成２１年２月２７日に公表した平成２１年１０月期（平
成２０年１１月１日～平成２１年１０月３１日）の業績予想および配当予想を下記のとおり
修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成２１年１０月期第２四半期連結業績予想数値の修正（平成２０年１１月１日～平成

２１年４月３０日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
第２四半期 
純利益又は 
純損失(△) 

１株当たり
当期純利益
又は純損失
(△) 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円

9,300 
百万円

230 
百万円

180 
百万円 

160 
円 銭

6.70 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 9,223 314 382 △616 △22.10 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △ 77 84 202 △776  ― 

増 減 率            （％） △0.8 36.5 112.2 △485.0  ― 

（ ご 参 考 ） 前 年 中 間 実 績 
（平成 20 年 10 月中間期） 

12,792 546 443 191 6.86 

 
２．平成２１年１０月期第２四半期個別業績予想数値の修正（平成２０年１１月１日～平成

２１年４月３０日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
第２四半期 
純利益又は 
純損失(△) 

１株当たり
当期純利益
又は純損失
(△) 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円

9,200 
百万円

200 
百万円

150 
百万円 

140 
円 銭

5.02 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 9,095 229 348 △639 △22.92 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △105 29 198 △779  ― 

増 減 率            （％） △1.1 14.5 132.0 △556.4  ― 

（ ご 参 考 ） 前 年 中 間 実 績 
（平成 20 年 10 月中間期） 

12,672 444 376 154 5.53 
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３．平成２１年１０月期通期連結業績予想数値の修正（平成２０年１１月１日～平成２１年
１０月３１日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
第２四半期 
純利益又は 
純損失(△) 

１株当たり
当期純利益
又は純損失
(△) 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円

18,400 
百万円

360 
百万円

360 
百万円 

270 
円 銭

9.68 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 17,800 350 480 △540 △19.59 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △600 △ 10 120 △810  ― 

増 減 率            （％） △3.3 △2.8 33.3 △300.0  ― 

（ご参考） 
前期実績（平成 20 年 10 月期） 

25,751 1,229 1,085 381 13.68 

   
４．平成２１年１０月期通期個別業績予想数値の修正（平成２０年１１月１日～平成２１年

１０月３１日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
第２四半期 
純利益又は 
純損失(△) 

１株当たり
当期純利益
又は純損失
(△) 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円

18,200 
百万円

300 
百万円

300 
百万円 

240 
円 銭

8.61 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 17,600 240 410 △600 △21.52 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △600 △ 60 110 △840  ― 

増 減 率            （％） △3.3 △20.0 36.7 △350.0  ― 

（ご参考） 
前期実績（平成 20 年 10 月期） 

25,548 1,059 950 366 13.14 

   

５．修正の理由 

当社は、世界的な金融危機を背景として、取扱商品の需要が減退するなか、急速に販売状

況が悪化いたしました。営業利益は前回発表の第２四半期予想数値に比べ一般管理費の削減

等により増加し、また経常利益はデリバティブ評価損が１６９百万円減少したため予想数値

を大きく上回りました。しかしながら、当社が所有する土地および建物（大阪市東淀川区瑞

光）の減損処理９７６百万円を行なったため、第２四半期純利益は、連結業績予想数値およ

び個別業績予想数値ともに前回予想を大幅に下回り、純損失計上の見込みとなりました。 

通期業績予想におきましても、鋲螺商品の需給動向に注意しながら在庫調整を行い、固定

費削減に努める所存でありますが、更に厳しい経営環境が続くものと思われることから、通

期の連結業績予想数値および個別業績予想数値を修正いたします。 

 

 

 

2/3



６．配当予想修正の理由 

 当期の中間配当につきましては、上記の第２四半期および通期の業績予想や今後の見通し

など総合的に勘案した結果、誠に遺憾ではございますが、当初中間配当予想１株につき３円

５０銭から１円減配の１株につき２円５０銭の中間配当を予定しております。また、当期末

の期末配当につきましても、１株につき１円減配の２円５０銭の期末配当を予定しておりま

す。 

 この結果、当期の年間配当は次項のとおりとなる予定であります。 

 

７．配当予想修正の内容 

 

 １株当たり配当金 

（基準日） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 年 間 

前回予想 

（平成 20 年 12 月 18 日） 

円 銭

― 

円 銭

3.50 

円 銭

― 

円 銭 

3.50 

円 銭

7.00 

今回予想 ― 2.50 ― 2.50 5.00 

（ご参考） 

前期実績（平成20年10月期） 
― 3.50 ― 3.50 7.00 

 

 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後の様々な要因により異なる場合があります。 

 

 

以  上 
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